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のセンシティビティに対し、統計学的に有意な

ものとなっていました。つまり、母親のこれら

の要素の点数が高いほど、子どもに対するセ

ンシティビティが高くなっていたのです。逆に、

母親の気分的な落ち込みや子どもから離れる

ことに対する不安感が強いほど、子どもと遊

んでいる時のセンシティビティは低くなっていま

した。母親の子どもと積極的に関わる度合い

については家計所得、母親の学歴、母親の

気分的な落ち込み、子どもと離れることの不

安感が関係しています。

また、保育の質は母子間の相互作用にお

ける母親のセンシティビティと正の相関関係が

ありました。しかし、保育時間が長くなるほど、

母親のセンシティビティは低下し、子どもとの関

わりが少なくなります。注目したいのは、この

保育時間と母親のセンシティビティの関連は生

後 6カ月、15カ月、24カ月、36カ月のいず

れの時点においても明らかだったということ

です。影響の程度は軽微もしくは中程度で、

母親の気分的な落ち込みや子どもの気質と

いったものと同程度、すなわち、3 分の 1 程

度の影響がみられました。

ここまで、家族の特徴が生後 15カ月時の

子どもの愛着、また、生後 3 年間の母子間の

相互作用に関連していることを見てまいりまし

た。家族の影響は、保育の影響よりも大きか

ったわけです。
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